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⑥氏森神社
⑤榎坂貝塚

特
集

ま
ち
を
知
る
、
歴
史
探
訪

　

多
く
の
人
が
、
普
段
は
気
に
し
な
い
町
並
み
や
歴
史
建
造
物
。

　

こ
れ
ら
に
は
、
多
く
の
歴
史
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
な
に
げ
な
い
景
色
の
中
に
あ
る
岡
垣
町
の
歴
史
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
の
歴
史
に
少
し
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

⑤榎坂貝塚
⑥氏森神社

　

今
か
ら
１
万
３
千
年
ほ
ど
前
か
ら
土

器
を
使
っ
た
文
化
が
始
ま
り
ま
す
。
土

器
を
使
う
こ
と
で
、
人
び
と
の
食
生
活

が
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
を

縄
文
時
代
と
い
い
、
多
く
の
地
域
で
魚

貝
類
の
捕
獲
な
ど
が
盛
ん
に
な
り
、
豊

富
な
水
産
資
源
を
示
す
貝
塚
が
全
国
に

点
在
し
て
い
ま
す
。
縄
文
時
代
後
期
に

な
る
と
、
九
州
北
部
で
は
水
稲
の
耕
作

と
い
う
文
化
が
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て

伝
わ
り
、
弥
生
時
代
へ
と
移
行
し
て
い

き
ま
す
。

　

町
内
で
も
縄
文
時
代
の
遺
跡
は
、
矢

矧
川
や
汐
入
川
流
域
で
榎
坂
貝
塚
や
黒

山
遺
跡
、
元
松
原
遺
跡
な
ど
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
岡
垣
町
を
始
め

と
す
る
遠
賀
地
域
で
も
弥
生
時
代
中
期

ま
で
に
稲
作
文
化
が
定
着
し
、
人
び
と

が
地
域
に
定
着
し
た
こ
と
を
示
す
遺
跡

や
住
居
跡
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
び
と
の
定
着

▲吉木校区コミュニティのふる里めぐり
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②大原神社

①海蔵寺

④岡城址

③高倉神社

⑦三里松原
②大原神社

①海蔵寺

④岡城址

③高倉神社

特集 まちを知る、歴史探訪

　

稲
作
文
化
が
定
着
し
て
く
る
と
、
農

業
共
同
体
か
ら
生
ま
れ
た
首
長
が
そ
の

共
同
体
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
町
内
で
も
、
４
〜
７
世
紀
に
か
け

て
古
墳
が
作
ら
れ
、
塩
屋
古
墳（
原
区
）

な
ど
の
前
方
後
円
墳
や
片
山
古
墳
群（
手

野
区
）な
ど
数
多
く
の
古
墳
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

戦
国
時
代
に
な
る
と
、
洞
海
湾
一
帯

か
ら
遠
賀
川
流
域
に
か
け
て
勢
力
を

持
っ
た
麻
生
氏
が
そ
の
勢
力
を
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。
こ
の
一
族
の
家
延
は
芦

屋
に
館
を
構
え
ま
す
が
、
吉
木
に
築
城

し
ま
す
。
こ
れ
が
岡
城
で
す
。
ま
た
家

延
の
兄
弘
繁
が
１
４
９
１（
延
徳
３
）

年
高
倉
に
龍
昌
寺
を
造
り
ま
す
。
こ
の

時
期
は
、
麻
生
氏
の
勢
力
が
岡
垣
全
域

に
深
く
浸
透
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
岡
城
は
家
延
の
子
孫
隆
守
の
代

（
１
５
８
９（
天
文
15
）年
）ま
で
麻
生
氏

の
居
城
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
に
も
数
多
く
あ
る
古
墳

吉
木
区
に
あ
っ
た
城

⑦三里松原

岡垣町の歴史建造物や史跡など
岡垣の文化財より抜粋

①から⑦は次のページから、その概要など

を紹介します。

▲岡垣歴史文化研究会の歴史散歩
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①
海
蔵
寺

　

内
浦
区
に
あ
り
、
県
指
定
文
化
財
の
木
造
馬
頭

観
音
坐ざ

像
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
像
は
、
室
町
時
代

に
仏
師
の
祐
尊
が
造
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
て
、
高

さ
は
約
62
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
ヒ
ノ
キ
の
寄
せ
木

作
り
で
、
頭
に
馬
頭
を
乗
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

何
よ
り
珍
し
い
の
が
、
右
膝
を
立
て
て
座
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。

　

現
在
は
１
年
に
２
度
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
昔
は
50
年
に
１
度
し
か
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
年
２
月
18
日
と
春
ま
つ

り
の
日
に
そ
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
足

を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

③
高
倉
神
社

　

高
倉
区
に
あ
り
、
旧
遠
賀
郡
21
カ
村
の
神
社
の

神
を
集
め
て
祀ま
つ
っ
た
総
社
で
す
。

　

そ
の
境
内
に
は
、
樹
齢
約
700
年
と
い
わ
れ
県

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
綾
杉
や
芦
屋

釜
と
同
じ
製
法
で
造
ら
れ
、
県
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
銅
製
毘
沙
門
天
立
像
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
境
内
に
あ
る
５
本
の
ク
ス
の
木

も
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

境
内
に
は
た
く
さ
ん
の
鳥
居
が
あ
り
ま
す
が
、
境

内
の
正
面
に
あ
る
鳥
居

は
、
１
６
１
５
年
に
建
て

ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
町
内

で
一
番
古
い
も
の
で
す
。

②
大
原
神
社

　

原
区
の
海
水
浴
場
近
く
の
高
台
に
あ
り
、
地
元
の

人
た
ち
は「
妙
見
様
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
石
段
を

上
っ
て
境
内
に
出
る
と
、
右
側
に
は
、
町
指
定
天
然

記
念
物
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
木
の

推
定
樹
齢
は
約
600
年
で
、
秋
に
な
る
と
、
黄
色
に
色

づ
い
た
美
し
い
葉
を
私
た
ち
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
左
側
に
は
、
宝
篋き
ょ
う

印
塔
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
福
岡
藩
の
黒
田
長
政
に
よ
っ
て
１
６
６
７
年

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
石
を
積
み
重
ね
て
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
塔

は
町
内
に
１
つ
し
か
な

く
、
と
て
も
珍
し
い
も

の
で
す
。

④
岡
城
址

　

吉
木
区
に
あ
り
ま
す
。
麻
生
家
延
が
１
４
６
９
年

〜
１
４
８
７
年
ご
ろ
に
築
い
た
城
が
あ
り
ま
し
た

が
、
１
５
６
２
年
ご
ろ
に
、
攻
め
ら
れ
て
落
城
し
ま

し
た
。

　

本
丸
跡
は
東
西
35
メ
ー
ト
ル
、
南
北
15
メ
ー
ト
ル

の
平
坦
地
で
、
東
に
１
段
下
っ
た
東
西
15
メ
ー
ト
ル

南
北
８
メ
ー
ト
ル
の
平
地
が
二
の
丸
に
当
た
り
ま
す
。

　

標
高
は
約
40
メ
ー
ト
ル
で
、
現
在
は
本
丸
を
示
す

標
識
な
ど
が
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
の
景
色
は

絶
景
で
、
岡
城
が
あ
っ
た
当

時
、
城
の
主
は
ど
の
よ
う
な

思
い
で
こ
の
景
色
を
眺
め
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

▲本丸跡からの景色
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⑤
榎え

の
き

坂
貝
塚

　

こ
の
遺
跡
は
糠
塚
区

の
矢
矧
川
下
流
に
あ

り
、
縄
文
時
代
の
後

期
に
造
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
遺
跡
か
ら
は
多

く
の
土
器
や
石
器
、貝
、

魚
の
骨
、
動
物
の
骨
な

ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
貝
で
作

ら
れ
た
腕
輪
を
着
け
た

人
骨
も
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。⑥

氏
森
神
社

　

山
田
区
に
あ
り
、
地
域
の
人
か
ら
は
親

し
み
を
込
め
て「
氏
森
さ
ま
」と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
神
社
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代

か
ら「
安
産
守
護
」の
神
社
と
し
て
広
く
知

ら
れ
、
県
外
か
ら
訪
れ
る
人
も
い
た
ほ
ど

で
す
。
参
拝
し
た
女
性
は
、
神
社
の
裏
手

に
あ
る
腰
掛
石
に
腰
掛
け
、
安
産
を
願
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

も
と
は
山
田
区
大
坪
に
あ
り
ま
し
た
。

現
在
の
氏
森
神
社
境
内
の
東
南
に
あ
っ
た

氏
守
八
幡
と
氏
森
神
社
を
合
祀
し
た
の
が

現
在
の
神
社
で
す
。

▲ 
50
歳
前
後
の
女
性
。
貝
輪
29
個
を
左
腕
に
装
着
し
て
い
る

（
北
九
州
市
八
幡
東
区
の
い
の
ち
の
た
び
博
物
館
所
蔵
）

特集 まちを知る、歴史探訪

⑦
三
里
松
原

　

三
里
松
原
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
約

千
600
年
前
、
神
功
皇
后
が
激
し
い
海
風

を
避
け
る
た
め
に
千
本
の
松
の
枝
を
挿さ

し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
三
里
松
原
が
形
成
さ
れ
た
の

は
、
江
戸
時
代
、
18
世
紀
か
ら
砂
防
な

ど
の
た
め
植
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
以
降
、
人
び
と
は
こ
の
松
原
か

ら
松
露
や
金
茸
、
ハ
マ
ボ
ウ
な
ど
を
採

取
す
る
ほ
か
、
燃
料
と
し
て
落
松
葉
や

枯
れ
木
な
ど
を
日
々
の
暮
ら
し
に
役
立

て
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
も
強
風
や
飛
砂
、
高
潮
な
ど
の

被
害
か
ら
私
た
ち
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
垣
町
に
は
先
史
遺
跡
が
多
く
あ
り
、

す
で
に
縄
文
時
代
よ
り
定
住
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
古
代
に
お
い
て
も
三
里
松

原
を
抜
け
、
内
浦
区
へ
と
続
く
大
宰
官

道
が
町
域
を
通
っ
て
い
た
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
中
世
で
は
宗
像
氏
や
麻
生

氏
の
関
係
者
の
定
住
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
倉
神
社
と
い
う
古
い
神
社
が

あ
る
こ
と
や
、
寺
院
・
廃
寺
跡
が
多
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
古
く
か
ら
集
落
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

歴
史
と
伝
統
を
誇
る
岡
垣
町
。
ま
ち

の
姿
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
き
ま
す

が
、
今
も
残
る
史
跡
や
自
然
が
当
時
の

面
影
を
私
た
ち
に
物
語
り
ま
す
。
こ
こ

で
紹
介
し
た
以
外
に
も
岡
垣
町
に
は
歴

史
に
関
す
る
見
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
広
報
お
か
が
き
25
日
号
に
岡
垣
歴

史
文
化
研
究
会
が
掲
載
し
て
い
る「
新
岡

垣
風
土
記
」で
は
町
の
史
跡
や
歴
史
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
研
究

会
や
吉
木
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
史

跡
散
策
な
ど
を
通
し
て
、
町
の
歴
史
な

ど
を
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
ち
を
散
策
し
な
が
ら
歴
史
を
肌
で

感
じ
、
そ
の
時
代
に
思
い
を
は
せ
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
へ

現
在
に
つ
な
が
る
自
然
と
の
共
存

歴
史
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
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海岸浸食を食い止めるには
11/19　海岸浸食シンポジウム

　岡垣サンリーアイで、町から委託を受けた大学の教
授らが３年間の調査結果を報告しました。
　第１部では、九州共立大学の小島治幸名誉教授の講
演（写真左）がありました。1961年～2008年に波
津海岸区域で23ｍ、新松原海岸区域で55ｍ浸食さ
れ、芦屋海岸区域では逆に30～200ｍたい積。そ
の原因として、芦屋港の建設などが挙げられ、砂の循
環が遮断されたからではないかと話しました。対応策
として、矢矧川の導流堤の延長や高さをかさ増しする

ことなどを提案しました。
　第２部では、教授らに加え宮内町長や遠賀漁業共同
組合代表理事の刀根賢一郎さん（波津区）、岡垣町観光
協会会長の花田修さん（原区）を迎え、再生に向けた
ディスカッションを開催（写真上段）。さまざまな視点
から侵食を考える機会となりました。
　会場には約300人が訪れ「近隣の町と連携して協
議会などをつくり協議すべき」「芦屋町の侵食も激し
い」など、活発な意見が出されました。

届け、私たちの思い
12/3　人権講演会

　12月4～10日の人権週間に合わせ、岡垣サンリーアイ
で町教育委員会と町人権教育推進協議会が催しました。第1
部では、山田小の6年生が「命の大切さ」をテーマに合唱など
を披露。第2部ではテレビの報道番組でおなじみの杉尾秀哉
さんが「報道と人権～情報化社会を生きる～」をテーマに講演。
会場に集まった多くの人たちに、人権の大切さを伝えました。
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100 歳おめでとうございます
12/3　大島アサヱさんが百寿

　大島アサヱさん（恵の家）が満100歳の誕生日を迎えられました。おめでとうござ
います。
　アサヱさんは、編み物や縫い物が大好きで、昔は朝になるまでしていたそうです。
また、好き嫌いなく食事をしていたおかげで風邪もほとんどひいたことがなく、大き
な病気にもかかったことがないそうです。これからもますます元気にお過ごしください。
　町からは特別敬老祝金とお祝状、岡垣町社会福祉協議会からは花束が贈られました。

ともに笑い、ともに楽しむ
　　 11/26　戸切校区コミュニティ演芸会

　戸切校区コミュニティがいこいの里で催し、約80人
が参加しました。舞台では校区内外の皆さんの舞踊や合
唱、手品などが披露され、参加者からは大きな拍手が沸
き起こっていました。
　同コミュニティの健康・福祉部会長の松田文子さん（龍
王団地区）は「初めての取組みでしたが好評だったので
安心しました。皆で一緒に踊り、笑い、楽しむことができ、
健康づくりと仲間づくりの場になったと思います。今後
はコミュニティの垣根を越えて、より多くの人と演芸会
を盛り上げていきたいです」と話してくれました。

長年の活動が認められ
文部科学大臣表彰を受賞

　河内ムツ子さん（新松原区）が受賞しました。読み聞かせボランティア団
体「くすの木の会」の会長として、長年活動を続けてきたことが認められての
受賞です。
　「くすの木の会」は、公民館や図書館、小学校などで読み聞かせのボランティ
ア活動を精力的に行っています。

みんなで始めよう
ダンボールコンポスト！

　　11/27　海老津校区コミュニティが講習会

　海老津校区コミュニティが東部公民館で催し、校区
内から約40人が参加しました。参加者は「ゴミ問題
を考える住民の連合会・宗像」の代表倉本和子さんか
らダンボールコンポストの使い方やその効果などの説
明を受けました。
　参加者からは「実演を交えた分かりやすい説明で、
ごみ問題を考える良い機会になりました。さっそく始
めてみようと思います。岡垣町の生ごみの減量につな
がって欲しいです」という声が聞かれました。
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11/20　旭中区情報伝達訓練、救急救命講習会

　今年で４年目の訓練に区内から136人が参加しま
した。旭中区はこれまで、町消防団による消火訓練や
郡消防署の指導により実際の炎を消す訓練、地域に住
む消防署ＯＢによる簡易担架の作成とけが人の搬送な
どの訓練をしてきました。
　今年は組単位で情報伝達の時間を計測したり、人工
呼吸やＡＥＤ機器の取り扱い方法を学んだりしまし
た。
　参加者からは「今年は女性が積極的に訓練に挑戦し、
意義のあるものになりました。災害が起きても、これ
らの訓練を生かしていきたいです」と話していました。

11/6　波津区防災訓練

　大雨災害の発生を想定し、緊急防災無線
や有線放送を使って区民に呼びかけ、波津
公民館や遠賀漁協波津支所に避難する訓練
をしました。約100人の区民が参加し、
地域の人が災害時要援護者を車イスで搬送
するなど、実践に応じた訓練内容でした。
　同区の刀根基光区長は「今年は東日本大
震災が発生し、区民の防災意識も高まって
います。これからも地域の実状に合った訓
練をし、災害に対応していきたいと思いま
す」と話していました。

11/6　野間三区　防災・救護・救命訓練講習

　遠賀郡消防署の職員を講師に招き、地震災害を想定した防災
対策のビデオが上映されたほか、毛布や竹棒などを利用した簡
易担架の作り方、AEDなどを利用した救命方法などを学びまし
た。講習終了後、同区の山城和弘区長は「地震などの災害が発生
した際、まずは地域の助
け合いが重要です。その
ためには日頃から訓練
などを通して区民がお
互いに顔見知りになり、
話し合いのできる環境
づくりが大切です」と話
していました。

いざそのときに慌てないために
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災害はいつ起きるか分かりません。

　　11/27　旭南区防災訓練

　区内の約120人が参加して地震を想定した防災訓
練が催されました。消火・避難・救急搬送・応急救護・
炊き出しの訓練が行われ、区民一人ひとりが「災害時の
対応を身に付けたい」という思いで訓練に臨みました。
　同区の橋村魁区長は「地震を想定した訓練で、今年
で4回目になります。今年はライフラインが寸断し
たことを想定し、公民館横にテントを建てて災害本部
を設置し、そこで情報収集や炊き出しをしました。訓
練を通して、改めて災害時の自主防災組織の重要性を
感じました」と話していました。

　　12/4　塚原区救急救命講習

　遠賀郡消防署の職員を講師に招き、塚原区公民館で
催されました。参加した約50人は人体模型を使って、
ＡＥＤを使った救急救命の方法などの講習を受けまし
た。
　同区の田﨑豊一区長は「区として初めて救急救命訓
練を行いました。ほとんどの人は初めてＡＥＤを使い
ました。とても良い経
験になりました。災害
が起きたときにはこの
経験を生かしていきた
いと思います」と話して
いました。

　　　　 12/11　緑ヶ丘区避難訓練・初期消火訓練

　地震災害が発生したことを想定し、区内にあ
るふれあい広場で催し、約150人が参加しま
した。区が設置した災害対策本部と情報を共有
化しながら、一次避難場所に組単位で避難して
安否確認を行った後、二次避難場所へ避難しま
した。初期消火訓練では消防第4分団の団員か
ら消火器の使い方や消火栓からの放水方法を学
びました。
　同区の梁井津守区長は「多くの区民が参加し、
意義のある訓練になりました。災害時には地域
で協力して、自分たちの身を守っていきたいと
思います」と話していました。
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●対象　町内在住で、掲載月が誕生月の１～３歳の
子ども
●申し込み　掲載月の１日までに投稿する写真・住
所・親子の氏名（ふりがな）・子の生年月日・電話番号・
子どもへのコメント（22 文字以内）・広報おかがき
への意見を、地域づくり課（窓口・郵送・Ｅメール）
へ※応募者多数の場合は抽選
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　岡垣町には次の２つの少年サッカーチームがあります。
このチームに入ってみんなと楽しくサッカーをしませんか。
女性も大歓迎です。
　子どもたちにサッカーを教える指導者も募集しています。
○吉木ＦＣ（練習場所：吉木小）
○サザンイレブン（練習場所：海老津小）
問い合わせ　岡垣サッカー連盟（鉄谷）☎ 282 － 3619 へ

少年サッカー、始めませんか
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役場・教育委員会
☎ 282 ― 1211

情報プラザ人の駅
☎ 281 ― 2005

こども未来館
☎ 281 ― 5501

東部公民館
☎ 282 ― 0035

中央公民館
☎ 282 ― 0162

西部公民館
☎ 281 ― 5006

町民武道館
☎ 282 ― 6111

岡垣サンリーアイ
☎ 282 ― 1515

社会福祉協議会
☎ 283 ― 2940

シルバー人材センター
☎ 282 ― 4688

いこいの里高齢者等
相談センター
☎ 283 ― 0033

岡垣町高齢者・障害者
相談センター
☎ 282 ― 5167

岡垣町東部高齢者・障害者
相談センター
☎ 282 ― 5103

町の情報や広報おかがきは

岡垣町公式ホームページでも

見ることができます

東日本大震災　被災地への支援

　義援金に協力していただいた皆さん、ありがとうございました。皆さんから預
かった義援金は、日本赤十字社を通して被災地に送られます。

【企業・団体など】※順不同、敬称略
●翠秀流家元・門下生一同　●ヘアースペースふじの木　●吉木正矢口婦人部一同
※町内の公共施設で義援金を預かり、名前を確認できた人などで、掲載の了承を
得た団体を掲載しています

義援金

１，９２３万６，０１８円 岡垣町に寄せられた義援金
（12 月５日現在）

職員の派遣
　町職員３人が、６月から８月にかけて、
それぞれ東日本大震災の被災地宮城県東松
島市に派遣されました。被災地では、東松
島市職員と力を合わせ、それぞれが約２週
間、り災証明書の発行や仮設住宅の受付、
義援金の申請受付などを行いました。
　派遣された職員は「被災地での業務は大
変でしたが、被災された皆さんから『遠いところか
らありがとう。みなさんからの支援は忘れません』
などと声を掛けられ、逆に元気をもらいました」と
話していました。
　完全な復興までには、まだまだ時間がかかります。
これからも、皆さんと一緒に被災地への支援を続けていきます。
 派遣職員　　地域づくり課・総務課・福祉課・各１人
問い合わせ　地域づくり課へ

岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

恵みの家のおじいちゃんやおばあちゃんも、
私たちの踊りを毎年楽しみにされています。

よいお年をお迎え下さい

みんなでためた1円募金で
買ったお土産です。いつまでも
お元気で！

TEL：093-282-1135
http：//www．ebitsuyouchien.jp/

▲仮設住宅の受付

▲東松島市のようす
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申
請
書
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

対　

象　

新
た
に
登
録
を
希
望
す
る

人
、
現
在
登
録
し
て
い
て
有
効
期
限
が

平
成
24
年
３
月
31
日
㈯
ま
で
の
人

申
し
込
み　

平
成
24
年
２
月
１
日
㈬
〜

10
日
㈮
に
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
申
込
書
を
上
下
水
道
課
に
提
出

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課
へ

　
「
110
番
」は
事
件
事
故
の
緊
急
通
報
専

用
電
話
で
す
。
急
を
要
し
な
い
相
談
や

要
望
な
ど
の
110
番
は
、
１
分
１
秒
を
争

う
緊
急
な
事
件
事
故
へ
の
対
応
を
遅
ら

せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

警
察
へ
の
相
談
や
要
望
な
ど
は
警
察

相
談
専
用
電
話
＃
９
１
１
０
に
か
け
て

く
だ
さ
い
。

●
メ
ー
ン
標
語

110
番　

Ｓ
素
早
く　

Ｏ
落
ち
着
き　

Ｓ

し
っ
か
り
と

●
サ
ブ
標
語

事
件
事
故
な
ら
110
番　

相
談
ご
と
な
ら

＃
９
１
１
０

【
警
察
相
談
専
用
電
話
な
ど
】

　

緊
急
で
は
な
い
相
談
や
要
望
、
苦
情

は○
警
察
相
談
専
用
電
話
＝
＃
９
１
１
０

○
警
察
安
全
相
談
コ
ー
ナ
ー
＝
０
９
２

-

６
４
１-

９
１
１
０

○
折
尾
警
察
署
安
全
相
談
係
＝
６
９
１

-

０
１
１
０

問
い
合
わ
せ　

折
尾
警
察
署
☎
６
９
１

-

０
１
１
０
へ

　

平
成
24
年
２
月
に
実
施
す
る
経
済
セ

ン
サ
ス
―
活
動
調
査
は
、
す
べ
て
の
企

業
・
事
業
所
を
対
象
に
、
全
産
業
分
野

の
経
済
活
動
を
同
一
時
点
で
把
握
す
る

わ
が
国
唯
一
の
調
査
で
す
。
調
査
の
結

果
は
、
国
の
各
種
行
政
施
策
を
は
じ
め
、

地
域
の
産
業
振
興
や
商
店
街
の
活
性
化

な
ど
地
域
行
政
の
基
礎
資
料
に
し
ま
す
。

　

調
査
票
は
平
成
24
年
１
月
末
ま
で
に

調
査
員
が
届
け
ま
す
。
２
月
１
日
㈬
以

降
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
へ

　

こ
れ
ま
で
は
自
治
区
を
通
し
て
配
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
役
場
の

窓
口
で
配
り
ま
す
。
ネ
ズ
ミ
で
困
っ
て

い
る
人
は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

対　

象　

町
内
に
住
む
20
歳
以
上
の
人

費　

用　

無
料

申
し
込
み　

自
動
車
運
転
免
許
証
な
ど

年
齢
が
分
か
る
も
の
と
印
鑑
を
持
っ
て

住
民
環
境
課
へ

問
い
合
わ
せ　

住
民
環
境
課
へ

　

現
在
、
町
で
は
高
齢
者
福
祉
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人
か

ら
意
見
を
聞
き
、
よ
り
良
い
計
画
に
す

る
た
め
、
次
の
と
お
り
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
く
だ
さ
い
。

対　

象　

町
内
に
住
む
人

と　

き　

12
月
26
日
㈪
〜
平
成
24
年
１

月
10
日
㈫

提
出
方
法　

東
部
・
中
央
・
西
部
公
民

館
、
い
こ
い
の
里
、
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア

イ
、
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
に
あ
る
応
募

箱
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
で
福
祉
課
へ

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
へ

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

下
水
道
排
水
設
備
責
任
技
術
者
の

登
録
を
受
け
付
け
ま
す

広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

４ＤＫ（ＤＫ６・和室８・洋室６、６、７.５帖）

岡垣町旭台５－２－５

おすすめ貸家物件  

アパートから戸建てに住み替えませんか？

お気軽にお電話下さい。ご案内いたします。

◎家賃６.５万円　◎ペット相談可

◎カーポート付き駐車場（1台）　　　

◎敷金３ヶ月　◎即入居できます

地元岡垣 32 年

吉田住建 <仲介 >

岡垣町海老津駅前 12－8

（093）283－2042

１
月
10
日
は
110
番
の
日

ネ
ズ
ミ
駆
除
剤
が
必
要
な
人
は

住
民
環
境
課
へ

募　
　

集

高
齢
者
福
祉
計
画
へ
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
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岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

　

体
験
を
通
し
て
お
互
い
の
理
解
や
交

流
を
深
め
、
国
際
性
を
身
に
付
け
よ
う
。

対　

象　

小
学
３
年
〜
高
校
３
年
生

と　

き　

平
成
24
年
３
月
25
日
㈰
〜
４

月
５
日
㈭
の
う
ち
10
〜
12
日
間

と
こ
ろ　

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ

リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

定　

員　

各
15
〜
25
人

内　

容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英

語
研
修
、
地
域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

費　

用　

29
万
５
千
円
〜
43
万
８
千
万

円※
対
象
、
と
き
、
定
員
、
費
用
は
派
遣

先
で
違
い
ま
す

【
説
明
会
】

と　

き　

平
成
24
年
１
月
29
日
㈰
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

深
見
ビ
ル（
福
岡
市
博
多
区
）

問
い
合
わ
せ　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３-

６
４
５
９-

４
６
６
１
へ

　

県
農
業
大
学
校
の
平
成
24
年
度
研
修

生
を
募
集
し
ま
す
。

対　

象　

県
内
で
就
農
を
希
望
す
る
人

や
就
農
し
て
間
も
な
い
人
、
ま
た
は
品

小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
海
外
派
遣
事
業

農
業
技
術
が
短
期
間
で

習
得
で
き
ま
す

―遠賀郡消防合同出初式―
　防災に対する新たな決意と意気込みを披露し、防災への理解と協力を呼び掛けるとともに、出初式を
通して防火意識を高め、安全で安心なまちづくりを目指すことを目的に毎年実施されています。岡垣町
で催されるのは４年に一度。遠賀郡内の消防団や遠賀郡消防本部、航空自衛隊芦屋基地が集い、１年間
の災害防止活動への誓いを新たにするため、日ごろの練習の成果や規律、団結力などを披露します。
　はしご車への搭乗体験やあたたかい豚汁を無料配布する炊き出しなどもあります。
　今年は岡垣町で開催されます。皆さん、災害防止への１年の誓い、見学に来て下さい。

災害の無い１年を願って
と　き　平成 24 年１月８日（日）午前９時 30 分～
ところ　岡垣町民総合グラウンド
内　容　分列行進、ポンプ車操法、祝賀放水など
問い合わせ　地域づくり課へ
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ふ
く
お
か
協
働
キ
ャ
ラ
バ
ン

ｉ
ｎ
中
間

広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

・遺言書は元気なうちに！そして静かな気持ちで･･･
・その遺言書、法律の方式を守っていますか？
・あなたの想いを正しく、家族に伝えましょう。

○豆知識○
付言（ふげん）…遺言の付言とは、法律的な意味を含まない内
容を遺言に“付け加えて言う”もの。遺言作成の経緯、遺
産割合の理由などを遺言書に添えてみてはいかがですか？

アクセス行政書士事務所
行政書士  一ノ瀬大輔　℡：282-3802 内浦 115-4
Web：アクセス行政書士事務所　○○（遺言等）検索！ 

目
転
換
を
志
す
県
内
の
農
業
者

と　

き　

平
成
24
年
４
月
〜

と
こ
ろ　

県
農
業
大
学
校（
筑
紫
野
市
）

募
集
科　

野
菜
、
花
き

定　

員　

10
人
程
度

研
修
期
間　

６
カ
月
〜
１
年

【
面
接
試
験
】

平
成
24
年
２
月
24
日
㈮

申
し
込
み　

平
成
24
年
１
月
４
日
㈬
〜

２
月
10
日
㈮
に
同
大
学
校
ま
た
は
北
九

州
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー（
北
九
州
市
八

幡
西
区
）に
あ
る
募
集
案
内
を
確
認
し

て
、
申
込
書
を
同
大
学
校
に
提
出

問
い
合
わ
せ　

同
大
学
校
☎
０
９
２-

９
２
５-

９
１
２
９
へ

　

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
や
チ
ー
ズ
パ
ン
、

青
米
パ
ン
な
ど
の
作
り
方
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

対　

象　

15
歳
以
上
の
菓
子
作
り
初
心

者
の
人

と　

き　

平
成
24
年
１
月
21
日
、
28
日

と
も
に
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

県
立
遠
賀
高
校（
遠
賀
町
）

定　

員　

20
人

費　

用　

千
円

申
し
込
み　

平
成
24
年
1
月
7
日
㈯

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

食
品
作
り
受
講
希
望
と
朱
書
き
し
て

〒
８
１
１-

４
３
３
２
遠
賀
町
上
別
府

２
１
１
０
県
立
遠
賀
高
校
へ
郵
送

問
い
合
わ
せ　

同
高
校
☎
２
９
３-

１ 

２
２
５
へ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
地

域
活
動
団
体
が
企
業
や
組
合
な
ど
と
の

連
携
・
協
働
を
進
め
、
地
域
の
課
題
解

決
を
図
る
き
っ
か
け
に
す
る
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
を
催
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
活
動
し
て
い

る
団
体
の
事
例
発
表
の
後
、
参
加
者
と

の
交
流
や
情
報
交
換
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

協
働
に
関
心
を
持
つ
皆
さ
ん
、
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

平
成
24
年
１
月
25
日
㈬
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま（
中
間
市
）

定　

員　

50
人

費　

用　

無
料

申
し
込
み　

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
次
の
２
つ
の
方

法
で
ふ
く
お
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
へ

Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
０
９
２-

７
５
１-

６
０
４
３

電
子
メ
ー
ル
＝info@

npo-an.com

問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２-

７
５
１-

６
０
４
２
へ

　

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と　

き　

平
成
24
年
１
月
21
日
㈯
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

県
立
小
倉
高
等
技
術
専
門
学

校（
北
九
州
市
小
倉
南
区
）

内　

容　

訓
練
生
の
作
品
展
示
や
体
験

教
室
、
校
内
見
学
な
ど

費　

用　

無
料

問
い
合
わ
せ　

同
専
門
学
校
☎
９
６
１

-

４
０
０
２
へ

　

子
育
て
や
い
じ
め
、
ひ
き
こ
も
り
な

ど
20
歳
未
満
の
子
ど
も
に
関
す
る
相
談

を
電
話
や
面
接
で
受
け
ま
す
。

と　

き　

平
成
24
年
１
月
13
日
㈮
・
14

日
㈯
と
も
に
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

と
こ
ろ　

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

（
太
宰
府
市
）※
要
予
約

相
談
電
話　

０
９
２-

９
２
４-

０
８
４ 

８
※
期
間
中
の
み

費　

用　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
青
少
年

課
☎
０
９
２-
６
４
３-

３
３
８
８
へ

催　
　

し

家
庭
で
で
き
る楽

し
い
食
品
加
工

相　
　

談

親
と
子
の
悩
み
ご
と

相
談
し
て
く
だ
さ
い

高
等
技
術
専
門
学
校
の

体
験
教
室
や
校
内
見
学
会
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

平
日
午
前

９
時
〜
午
後
６
時
に
県
若
者
し
ご
と
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２-

７
１
５-

７
１
７
１
へ

【
お
か
が
き
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

○
女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談

と　

き　

水
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
５

時電　

話　

５
６
１-

５
７
３
７

【
教
育
電
話
相
談
】

と　

き　

原
則
火･

水･

木
曜
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

電　

話　

２
８
２-

４
８
８
４

【
ふ
く
お
か
自
殺
予
防
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

と　

き　

い
つ
で
も
可

電　

話　

０
９
２-

５
９
２-

０
７
８
３

【
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
】

と　

き　

月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境

事
務
所（
宗
像
市
）、同
分
庁
舎（
水
巻
町
）

電
話
・
予
約　

０
９
４
０-

３
６-

２
４ 

７
３
※
面
談
は
要
予
約

【
消
費
生
活
法
律
相
談
】

と
き
・
と
こ
ろ　

平
成
24
年
１
月
20
日

㈮
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
、
役
場

※
地
域
づ
く
り
課
に
要
予
約

【
行
政
相
談
】

と
き
・
と
こ
ろ　

平
成
24
年
１
月
13
日

㈮
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
、
い
こ
い
の

里【
心
配
ご
と
相
談
】

と
き･

と
こ
ろ　

平
成
24
年
１
月
20
日

　
「
応
募
し
て
も
書
類
で
不
採
用
」「
面
接

で
あ
が
っ
て
し
ま
う
」「
応
募
活
動
の
仕

方
が
分
か
ら
な
い
」な
ど
、
就
職
活
動
の

不
安
や
疑
問
が
解
消
で
き
ま
す
。
自
信

を
持
っ
て
就
職
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

対　

象　

お
お
む
ね
40
歳
未
満
で
就
職

を
希
望
し
て
い
る
人

定　

員　

20
人
※
先
着
順

と　

き　

平
成
24
年
２
月
15
日
㈬
午
後

１
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

東
部
公
民
館

内　

容

【
第
１
部
】
就
職
活
動
実
践
セ
ミ
ナ
ー

（
午
後
１
時
〜
３
時
）

○
応
募
書
類
通
過
の
コ
ツ
：
履
歴
書
や

職
務
経
歴
書
の
作
成
ポ
イ
ン
ト
、
自
己

Ｐ
Ｒ
、
志
望
動
機
の
ま
と
め
方
な
ど

○
リ
ア
ル
模
擬
面
接
：
面
接
で
聞
か
れ

る
質
問
や
第
一
印
象
の
重
要
性
な
ど
、

採
用
側
の
評
価
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
面

接
選
考
突
破
の
コ
ツ
な
ど

【
第
２
部
】
個
別
就
職
相
談（
午
後
３
時

〜
５
時
）

　

就
職
活
動
中
や
こ
れ
か
ら
始
め
る
に

当
た
っ
て
の
疑
問
や
不
安
に
個
別
で
対

応
し
ま
す
。
ど
ん
な
業
種
が
向
い
て
い

る
の
か
、
適
正
検
査
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
ま
す
。

※
第
１
部
の
み
の
参
加
も
可

電
話
で

面
接
で

岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

ちゃいるど・はーと幼保園
〔育成保育（各種教室）のご案内〕
月：英会話教室
火：体操教室
水：舞踊教室
木：音楽教室
金：数と文字のおけいこ教室
※開催費用は保育料に含まれます。

☆病児病後児保育（看護師による個別保育）
☆月～土曜日（祝祭日も通常どおり開園） 【所在地】遠賀郡岡垣町大字手野498番地の2

【お問合せ先】TEL 093-281-3181

園児募集中 ※随時、 見学できます。

保育目標

〔幼保園外観〕

「一人ひとりを大切にする保育」「家庭的な保育」「不思議を感じる力を育てる保育」
〔主な年間行事のご案内〕
　春：入園進級式、春の遠足、歯科検診
　夏：プール開き、夏祭り
　秋：大運動会、おじいちゃん・おばあちゃんと遊ぶ会
　冬：保育発表会、節分祭
※誕生日会は、月々にお祝いしています。
※四季折々、散歩や園外保育を行っています。
※防災訓練は、毎月行っています。

就
職
活
動
実
践
セ
ミ
ナ
ー
＆

個
別
就
職
相
談

ま
ち
の
相
談
窓
口

―町の嘱託職員を募集します―
職　　種　栄養士（非常勤）
定　　員　1人
対　　象　昭和 32 年４月２日以降に生
まれ、栄養士の資格を持つ（取得見込み
含む）人
雇用期間　平成 24 年４月１日～１年間
※更新あり
勤務場所　町内の小学校
提出書類　試験申込書、資格証の写し、
作文（テーマは募集案内に記載）
【面接試験】
と　　き　平成 24 年１月 18 日（水）
と こ ろ　岡垣町役場
申し込み　企画政策室、情報プラザ人
の駅または町公式ホームページにある
募集案内を確認して、平成 24 年１月 10
日（火）までに提出書類を企画政策室へ
問い合わせ　企画政策室へ

あなたの力をこのまちで
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西
部
公
民
館
、
27
日
東
部
公
民
館
、
と

も
に
金
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時

【
法
律
相
談
】

と
き･

と
こ
ろ　

平
成
24
年
１
月
13
日

㈮
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
、
い
こ

い
の
里
※
要
予
約
☎
岡
垣
町
社
会
福
祉

協
議
会

【
交
通
事
故
相
談
】

と
き･

と
こ
ろ　

平
成
24
年
１
月
4
日

㈬
宗
像
市
役
所
☎
０
９
４
０-

３
６-

５
０
５
０
、
平
成
24
年
１
月
11
日
㈬
ハ

ピ
ネ
ス
な
か
ま
☎
２
４
６-
２
０
１
７
、

と
も
に
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
※
受
け

付
け
は
午
後
３
時
ま
で

【
女
性
の
健
康
・
不
妊
相
談
】

1月のし尿収集

廃油回収、１月 10 日から
11月　岡垣町から出た

燃えるごみ　657.7t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・前年同月比  ＋ 38.4t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・１人当たり　  20.1kg

資源ごみ　　  44.6t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・前年同月比   － 1.2t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・１人当たり　　1.4kg

大型車 1月 小型車
波津、原、内浦、手野、新松原 4日 東黒山、糠塚

三吉、三吉団地 5日

元松原、西黒山、東黒山 6日

月 2回 A（波津、内浦、手野、三吉、
三吉団地、高塚、吉木、新松原、元松原、
東黒山、糠塚）

7日
月 2回（波津、内浦、吉木、西黒山、
百合ヶ丘、上海老津、戸切、戸切白谷、
戸切百合野）

月 2回Ｂ（東山田、西山田、山田、高倉、
上高倉、海老津、山田峠、上畑、戸切、
野間）

10日 湯川、原、波津、内浦、手野

三吉、吉木 11日 元松原、西黒山、東黒山、高塚、吉木

野間、海老津、緑ヶ丘、新海老津、吉木 12 日 上畑、上高倉、野間

13日 海老津、新海老津、東山田、東松原

新海老津、東海老津、海老津、百合ヶ
丘、西高陽、東高陽、高陽、東松原、
鍋田、山田

16日

高塚、吉木、塚原 17日 戸切白谷、戸切、戸切百合野

高倉 18日 高倉

戸切白谷、戸切、戸切百合野 19日

月 2回 A（波津、内浦、手野、三吉、
三吉団地、高塚、吉木、新松原、元松原、
東黒山、糠塚）

20日 手野、三吉、吉木、高倉、新松原

23日
月 2回（波津、内浦、吉木、西黒山、
百合ヶ丘、上海老津、戸切、戸切白谷、
戸切百合野）

月 2回Ｂ（東山田、西山田、山田、高倉、
上高倉、海老津、山田峠、上畑、戸切、
野間）

24日

問い合わせ
住民環境課へ

戸切、戸切百合野 25日

糠塚、東黒山 26 日
茅原、新海老津、桜台、東山田、西山田、
南山田、山田、野間、山田峠 27日

海老津、上畑 30 日

高倉、上高倉 31 日

と
き
・
と
こ
ろ　

平
成
24
年
１
月
18
日

㈬
午
後
１
時
〜
４
時
、
宗
像
・
遠
賀
保

健
福
祉
環
境
事
務
所（
宗
像
市
）※
要
予

約
☎
０
９
４
０-

３
７-

４
０
７
０

【
日
曜
日
・
祝
日
】

と
き
・
と
こ
ろ　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
、
遠
賀
中
間
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー（
遠

賀
中
間
医
師
会
お
ん
が
病
院･

遠
賀
町
）

☎
２
８
２-

９
９
１
９

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科

【
夜
間
相
談
】

内
容
・
と
き

○
診
療
で
き
る
病
院
を
知
り
た
い
＝
遠

賀
郡
消
防
本
部
☎
２
９
３-

１
２
３
１

休
日
や
夜
間
の
診
療
は

広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

今が旬のふぐ料理はいかがですか！
ふぐ刺し・ちり鍋・唐揚げ・小鉢・茶碗蒸しなど全10品を
手頃な価格にてご提供いたします。
是非、この機会に食してみませんか！
忘年会・新年会、ご予算に合わせて承ります。
バスの送迎有り、ご相談ください

岡垣町内浦梶原５（芦屋線沿い）

和風食事処　おおしき
℡093－283－4123

岡垣町波津海水浴場

割烹旅館　大福荘
℡093－282－1188

○
小
児
救
急
電
話
相
談
＝
☎
＃
８
０
０ 

０
ま
た
は
６
６
２-

０
７
０
０（
北
九
州

地
区
）午
後
７
時
〜
午
前
７
時

○
一
般
相
談
＝
☎
２
８
２-

９
９
１
９

平
日
午
後
６
時
〜
10
時
、
日
祝
日
午
後

５
時
〜
10
時

※
い
つ
で
も
可

○
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
＝
☎
０
９ 

２-

４
７
１-

０
０
９
９

○
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
音
声
Ｆ

Ａ
Ｘ
案
内
＝
☎
０
９
２-

４
１
５-

３
１
１
３

○
北
九
州
テ
レ
ホ
ン
セ
ン
タ
ー
＝
☎
５ 

２
２-

９
９
９
９

医
療
機
関
の
情
報
を
知
り
た
い
と
き
は
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第 233 回 ヘルシークッキング　～酢を使った料理～ささ身ロール焼き

○ささ身 4枚○ショウガ汁大 1と 1/2 ○酒大１
と 1/3 ○ニンジン 20 ｇ○インゲン豆 4本（20
ｇ）○梅干し 1個分（種を除き包丁の背でたたい
たもの）○小麦粉適量○油小 1○付け合せ：キャ
ベツ 200g、モヤシ 100g
【玉ネギドレッシング 40人分】
○玉ネギ 2個○Ａ砂糖大 2、塩小 2、酢 150g、
サラダ油 150CC、みりん 100CC、酒 100CC、
しょうゆ 100CC

① ささ身は観音開きにし、たたいて薄く延ばし
ショウガ汁、酒をふりかけ下味を付ける
② ニンジンとインゲン豆はささ身の長さに合わ

せて棒状（7～ 8mm）に切り、ゆでる
③油をひいたフライパンでじっくり焼く
④ 付け合せのキャベツとモヤシはボイルし、玉
ネギドレッシングでいただく

【玉ネギドレッシング】
① 玉ネギは縦 4つ切りにして繊維を断ち切るよ
うに、できるだけ薄くスライスして 15 分置
く
② 広口瓶にＡの調味料と玉ネギを入れ、一晩置
いたら出来上がり

エネルギー 338kcal、たんぱく質 8.9g、脂質
3.2g、カルシウム 51mg、塩分 1.1g

　

よ
く
泣
く
赤
ち
ゃ
ん
も
い
れ
ば
、
そ

う
で
な
い
赤
ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
。
そ
れ

は
個
性
と
い
え
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
生
後
２
週
か
ら
日
を
追

う
ご
と
に
ど
ん
ど
ん
泣
く
よ
う
に
な
り

ま
す
。
特
徴
は
予
測
で
き
な
い
、
な
だ

め
に
く
い
、
痛
そ
う
な
顔
を
す
る
、
長

く
続
く
、
夕
方
泣
く
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
泣
く
こ
と
で
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。
お
腹
が
す
い
た
、

気
持
ち
悪
い
、
痛
い
な
ど
身
体
的
な
不

快
が
あ
る
と
泣
い
て
知
ら
せ
る
の
で
、

何
か
原
因
が
な
い
か
確
認
し
ま
す
。

　

４
か
月
頃
か
ら
は
、
少
し
ず
つ
自
我

が
出
始
め
、
寂
し
か
っ
た
り
自
分
の
思

い
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
と
泣

き
ま
す
。
抱
っ
こ
し
て
話
し
掛
け
た
り
、

お
も
ち
ゃ
を
使
っ
て
遊
ん
で
み
た
り
し

ま
し
ょ
う
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
約
10
か
月
間
、
子
宮
の

中
で
、
羊
水
に
揺
ら
れ
て
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。
３
か
月
頃
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

は
、
子
宮
内
と
は
全
く
違
う
環
境
の
変

化
に
体
が
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
子
宮
内
と
同
じ
よ
う
な
環
境
を
整

え
る
と
泣
き
や
む
こ
と
も
多
い
よ
う
で

す
。（
表
参
照
）

い
★
き
★
い
★
き
★
情
★
報

赤
�
�
�
�
�
付
�
合
�
方

�
泣
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
？
�

４人分の材料

作り方
１人分の栄養価

　

何
を
し
て
も
泣
き
や
ま
な
い
と
き
も

あ
り
ま
す
が
、
誰
が
悪
い
訳
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
泣
い
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
に
イ

ラ
イ
ラ
す
る
の
も
普
通
の
こ
と
で
す
。

　

イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
き
は
、
安
全
な
場

所
に
赤
ち
ゃ
ん
を
寝
か
せ
て
、
ま
ず
は

自
分
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
笑
顔
の
な
い
怖
い
顔
で
赤
ち
ゃ

ん
に
話
し
か
け
て
も
、
逆
に
不
安
に
さ

せ
て
悪
循
環
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

町
で
は
健
康
づ
く
り
課
や
こ
ど
も
未

来
館
で
、
子
育
て
を
応
援
す
る
い
ろ
い

ろ
な
事
業
を
し
て
い
ま
す
。
日
程
は
広

報
お
か
が
き
25
日
号
の
行
事
予
定
を
見

て
く
だ
さ
い
。
子
育
て
に
悩
み
は
付
き

物
で
す
が
、
解
決
で
き
る
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
課
保
健
師　

山
本　

実
子

　

健
診
や
子
育
て
相
談
な
ど
で
お
母
さ
ん
た
ち
と
話
す
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
が「
赤

ち
ゃ
ん
が
泣
く
と
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
悲
し
く
な
る
」「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」

と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
泣
く
も
の
。
そ
う
分
か
っ
て
い
て
も
あ

や
し
て
も
泣
き
や
ま
な
い
と
、
親
は
自
分
を
責
め
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
怒
り
を

感
じ
た
り
、
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
く
理
由
や
接
し
方
な
ど
が
分
か
る
と
、
気
持
ち
が
楽
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

泣
き
方
の
特
徴

赤
ち
ゃ
ん
の
泣
く
理
由
と
接
し
方

明
確
な
理
由
が
な
い
の
に
、
な
ぜ
泣
く

の
で
し
ょ
う
か

ど
う
し
て
も
泣
き
や
ま
な
い
と
き
は

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

（表）

理由 接し方の例 注意すること
など

身体的
な不快

熱い、寒い、お
腹が空いた、オ
ムツが濡れてい
る、げっぷが出
ない、痛い、痒
いなど。

赤ちゃんが不快
と感じるものが
ないか確認する。

病気の前兆の場
合もあるので、
体温や顔色、哺
乳量、便の状態
などにも気をつ
ける。

環境の
変化

子宮内から外へ
出てきた時の環
境の変化への不
慣れ。

赤ちゃんをお包
みで包む。優し
く抱いてゆっく
り揺らす。

お包みで包むと
きは、赤ちゃん
の足が自由に動
くように。

感情の
表れ

さみしい、遊ん
で欲しい、抱っ
こして欲しいな
ど。

抱っこする、話
かける、抱っこ
して歩く、音の
出るおもちゃや、
お気に入りのお
もちゃで遊ぶ。

赤ちゃんにも個
性があるので、
その子に応じた
対応を見つける。
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浜
山
と
は
三
里
松
原
の
こ
と
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
地
図
が
あ
り
ま
す
が
、

浜
山
と
書
い
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
三
里

松
原
と
書
い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
吉

木
の
人
は
「
下
山
（
高
倉
の
方
を
上
山
と

い
う
）」
と
か
「
ま
つ
ば
ら
」
な
ど
と
今
で

も
言
う
そ
う
で
す
。
ほ
か
に
も
呼
び
方

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

先
の
三
里
松
原
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
松

原
と
の
出
会
い
か
ら
始
ま
り
、
中
学
校

社
会
科
の
授
業
で
松
原
の
歴
史
的
使
命

を
検
証
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
ま
で

使
っ
た
資
料
は
、
現
存
す
る
資
料
の
ほ

ん
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
深
く
反
省

し
ま
し
た
。
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

視
野
を
も
っ
と
広
め
て
、
そ
の
後
見
出

し
た
資
料
の
紹
介
や
余
談
も
含
め
て
検

討
を
加
え
て
い
き
ま
す
。

　

福
岡
藩
の
森
林
行
政
が
ど
う
進
め
ら

れ
た
か
、
当
時
の
社
会
状
況
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
を
考
え
、
三
里
松
原
の
成
り
立

ち
を
も
う
少
し
科
学
的
に
考
え
て
見
よ

う
と
思
い
ま
す
。
浜
山
の
機
能
や
、
浜

山
が
私
た
ち
に
与
え
て
い
る
贈
り
物
、

浜
山
の
現
状
と
浜
山
を
守
る
た
め
に
行

政
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
私
た

ち
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

恥
ず
か
し
い
事
で
す
が
、
新
た
な
資

料
の
存
在
に
気
付
い
た
の
は
「
福
岡
県
史

料
」
叢そ

う
し
ょ書

第
六
号
か
ら
抜ば

っ
す
い粋

の
「
福
岡
藩

の
林
政
資
料
」
を
読
ん
だ
時
で
す
。
そ
の

中
に
「
福
岡
藩
の
林
政
を
知
る
に
は
『
山

林
古
老
伝
』
や
『
福
岡
藩
民
政
誌
略
』
の

林
政
の
大
意
を
参
考
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
り
ま
し
た
。

　

長
く
な
り
ま
す
が
、
林
政
の
大
意
を

引
用
し
ま
す
。「
如じ

ょ
す
い水

長
政
入
部
の
明
く

る
慶
長
六
年
よ
り
、
福
岡
城
を
築
か
れ

し
に
、
其そ

の

用
材
を
諸
郡
に
て
伐き

ら
し
む
。

如
水
老
年
な
れ
共
、
同
年
九
月
よ
り
自

み
ず
か

ら
經け

い
れ
き
け
ん
し

歴
檢
視
し
、
穂
波
郡
山
口
村
に
至

り
し
時
な
ど
は
、
木こ

や屋
の
前
に
横
た
わ

り
し
樹
に
腰
う
ち
か
け
て
、
行こ

う

厨
ち
ゅ
う

※
１

を
開
き
、
其そ

の
そ
ば側

に
鋸

き
ょ
し
ょ
う匠

※
２

等
を
召め

し

て
指

揮
し
、
又
東
北
の
諸
村
を
眺
望
せ
ら
れ

け
れ
ば
、
其そ

の

ち地
を
如
水
原
と
稱

し
ょ
う

し
て
、

今
に
至
る
。
日
既す

で

に
斜
め
に
お
よ
べ
ば
、

樵し
ょ
う
ろ路

※
３

を
歩
行
し
、
終つ

い

に
馬
鋪
村
の
山

寺
に
達
し
て
宿

し
ゅ
く

せ
ら
れ
し
と
云い

い
つ
た傅

へ
た

り
」

　

林
政
の
大
意
と
は
、
今い

ま
ふ
う風

に
言
え
ば

森
林
行
政
の
基
本
法
で
し
ょ
う
か
。
先

の
引
用
文
は
、
そ
の
前
文
に
当
た
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
１
６
０
０
（
慶
長
５
）

年
の
関
ヶ
原
の
戦
後
、
筑
前
の
藩
主
と

な
っ
た
黒
田
長
政
は
、
翌
年
、
福
岡
城

を
築
く
た
め
の
用
材
を
供
出
す
る
よ
う

各
郡
に
命
令
を
だ

し
ま
し
た
。
年
老

い
た
長
政
は
、
自

ら
過
去
の
森
林
行

政
を
調
べ
、
各
郡

の
森
林
状
況
を
自

分
の
目
で
確
か
め

る
た
め
に
巡
検
し

ま
し
た
。
巡
検
先

で
は
、
き
こ
り
や

村
の
お
年
寄
り
に

い
ろ
い
ろ
な
話
を

聞
い
た
り
、
彼
ら

と
行
動
を
共
に
し

て
い
ま
す
。
林
政

の
大
意
は
、
長
政

が
ど
れ
だ
け
森
林

行
政
に
力
を
入
れ

た
か
と
い
う
こ
と

を
、
後
世
に
伝
え

る
為
に
書
か
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

浜
山
の
お
く
り
も
の
①

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
　

田
和
昭
壽

　

用
材
の
供
給
源
で
あ
る
山
林
、
戦
闘

に
不
可
欠
な
旗
竿
や
矢
竹
の
供
給
源
で

あ
る
竹
林
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
米
作

り
に
次
い
で
重
要
な
施し

さ

く策
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

※
１ 

旅
行
の
と
き
に
持
っ
て
い
く
弁
当

※
２ 

き
こ
り

※
３ 

き
こ
り
が
通
る
道

福岡県が昭和 24年に発行した「福岡県の林業」の巻頭にある地図
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JA
N
U
A
RY 2012

平
成
24
年　
　
（　

）
内
は
実
施
場
所
、
時
間
は
開
始
時
間

１
月
の
行
事
予
定

８日（日）●遠賀郡消防合同出初式
　　　　　　（町民総合グラウンド）９：30
９日（祝）●成人式（岡垣サンリーアイ）11：00
　　　　  ●～ 15日（日）駅前イルミネーション点灯

　

役　

場
☎
２
８
２

－

１
２
１
１

保健行事
10 日（火）●子育て相談自由広場（こども未来館）9：30
11 日（水）● 4か月児健診（いこいの里）12：45
　　　　　● 7か月児健診（いこいの里）13：00
18 日（水）● 2歳児相談（いこいの里）初回 13：00、2回目以降 12：45
19 日（木）●にこにこクッキング（中央公民館）10：00
25 日（水）● 1歳 6か月児健診（いこいの里）12：45

 １日（祝）●～ 3日（火）元朝修正会
　　　　　　（成田山不動寺）
　　　　   ●～初詣

もう

で（高倉神社など）
10日（火）●始業式（町内各小中学校）
15日（日）●疝じゃ封じ（龍昌寺）
　　　　   ●稲荷祭（高倉神社）
17日（火）●伊賀彦祭（高倉神社）
　　　　   ●中旬～ヒジキの収穫始まります

地
域
・
学
校

人
の
動
き

11月末　32,672人（－20人）

男　性……15,481人（－14人）

女　性……17,191人（－6人）

世帯数……12,899世帯（＋13世帯）
・出生 13人　・死亡 34人

・転入 67人　・転出 66人

　※（　　）は前月との比較

納
期

○町県民税４期分………………… 1月 31日
○国民健康保険税８期分………… 1月 31日
○後期高齢者医療保険料 7期分 1 月 31 日
○保育所保育料 1月分 ………… 1月 31日

（延長保育は 12月分）
○町営住宅家賃 1月分 ………… 1月 31日
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  ８日（日）●バドミントン大会（岡垣サンリーアイ）
　　　　　　9：00
　　　　　●バスケットボール大会（町民体育館）
　　　　　　9：00
　　　　　●剣道大会（町民武道館）8：00
22 日（日）●少年軟式野球連盟駅伝大会
　　　　　　（吉木小周辺コース）9：00
22 日（日）●ソフトバレーボール大会（町民体育館）
　　　　　　9：30
28 日（土）●皿倉山ウォーキング（北九州市）8：30
29 日（日）●遠賀郡駅伝競走大会（遠賀町総合運動公
　　　　　　園周辺コース）8：20

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

  7 日（土）●リフレッシュ体操教室（中央）10：00
10 日（火）●リフレッシュ体操教室（西部）10：00
11 日（水）●若潮学級（中央）10：00
　　　　　●地域づくり名人講座（中央）19：00
14 日（土）●キッズ三味線教室（東部）9：00
17 日（火）●親子読み聞かせ教室（中央）10：00
　　　　　●リフレッシュ体操教室（西部）10：00
18 日（水）●地域づくり名人講座（中央）19：00
21 日（土）●リフレッシュ体操教室（中央）10：00
23 日（月）●成人講座ゆうま（中央）10：00
24 日（火）●リフレッシュ体操教室（西部）10：00
25 日（水）●若潮学級（中央）10：00
　　　　　●地域づくり名人講座（中央）19：00
28 日（土）●キッズ三味線教室（東部）9：00
30 日（月）●成人講座ゆうま（中央）10：00
31 日（火）●リフレッシュ体操教室（西部）10：00
※１日（祝）～３日（火）は休館日

町
立
公
民
館

  8 日（日）●ふれあいイベント：新春ふれあいイベント
　　　　　　12：30
12 日（木）●おもちゃ図書館 10：00
14 日（土）●ふれあいイベント：野間カラオケ同好会
　　　　　　12：30
　　　　　●おもちゃ図書館 13：00
15 日（日）●ふれあいイベント：新舞踊翼流 12：30
19 日（木）●おもちゃ図書館 10：00
21 日（土）●ふれあいイベント：応援ＳＵＮの会 12：30
22 日（日）●ふれあいイベント：華みさ子音楽事務所
　　　　　　12：30
26 日（木）●おもちゃ図書館 10：00
28 日（土）●ふれあいイベント：新舞踊末広会 12：30
　　　　　●おもちゃ図書館 13：00
29 日（日）●ふれあいイベント：千草会 12：30
※１日（祝）～３日（火）は休館日

　

い
こ
い
の
里

  7 日（土）●イラストクラブ 10：00
  8 日（日）●おもちゃ病院 10：00
13 日（金）●ぷくぷくクラブ 10：00
14 日（土）●音楽ひろば 11：00
17 日（火）●妊婦胎教教室 10：00
　　　　　●なかよしひろば 10：00
20 日（金）●ぷくぷくクラブ 10：00
24 日（火）●ベビークラブ 10：00
28 日（土）●わくわくクラブ 10：00
　　　　　●料理クラブ① 10：00② 11：00
　　　　　　③ 13：30④ 14：30

※１日（祝）～３日（火）は休館日

　

こ
ど
も
未
来
館

  8 日（日）●おはなし会 14：30
13 日（金）●いちご畑のコンサート「奥本澤子･渡辺智恵
　　　　　　子･奥本芳童（箏･三絃･尺八）」18：30
14 日（土）●おはなし会 14：30
15 日（日）●おはなし会 14：30
20 日（金）●いちご畑のコンサート「松下文子（ギター弾
　　　　　　き語り）」18：30
22 日（日）●おはなし会 14：30
　　　　　●「いちご畑の大音楽会 vol.19」14：00
27 日（金）●ＮＨＫ「ベストオブクラシック」公開録画
　　　　　　18：30
28 日（土）●おはなし会 14：30
29 日（日）●おはなし会 14：30
　　　　　●名画シアター「アンを探して」① 10：00
　　　　　　② 13：00③ 16：00
※１日（祝）～４日（水）は休館日

　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

  6 日（金）●始めようエクセル 2010 ① 9：30
13 日（金）●始めようエクセル 2010 ② 9：30
16 日（月）●パソコン初心者のための文書作成2010
　　　　　　入門塾① 13：00
20 日（金）●始めようエクセル 2010 ③ 9：30
22 日（日）●インターネットで確定申告① 9：30
23 日（月）●パソコン初心者のための文書作成 2010
　　　　　　入門塾② 13：00
27 日（金）●始めようエクセル 2010 ④ 9：30
29 日（日）●インターネットで確定申告② 9：30
30 日（月）●パソコン初心者のための文書作成 2010
　　　　　　入門塾③ 13：00
※講座の開講状況は問い合わせください
※１日（祝）～４日（水）は休館日

　
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

☎
２
８
１

－

５
５
０
１

東
部
☎
２
８
２

－

０
０
３
５

中
央
☎
２
８
２

－

０
１
６
２

西
部
☎
２
８
１

－

５
０
０
６

☎
２
８
１

－

２
０
０
５

☎
２
８
２

－

０
２
０
０

☎
２
８
３

－

２
９
４
０

☎
２
８
２

－

１
５
１
５

駅
前ぎゃ

ら
り
ー

1月
【前半】年賀状展
【後半】ふれあい in SANADA

人身事故
10月　13件

死亡 0人
重傷 1人
軽傷 21人

救急
11月 出場 117件

搬送 112件

火災
11月 出火 0件

り災 0件



　　

編
集
後
記

▼
今
回
の
ま
ち
か
ど
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

ア
ッ
プ
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
、
自
治
区
の
防
災
訓
練
や
救

命
訓
練
。
い
く
つ
か
の
訓
練
で
、

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
訓
練
に
参
加
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も

の
で
、
訓
練
に
か
け
る
思
い
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
東
日
本

大
震
災
で
も
、
地
域
の
人
同
士

に
よ
る
助
け
合
い
が
命
を
救
っ

た
例
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
取
材
し
な
が
ら「
災
害
が

あ
っ
て
も
岡
垣
な
ら
大
丈
夫
だ

な
」と
思
い
ま
し
た
。 

（
中
井
）

▼
２
０
１
１
年
の
世
相
を
１
字

で
表
す
今
年
の
漢
字
は「
絆
」に

決
ま
り
ま
し
た
。
３
・
11
の
東

日
本
大
震
災
や
紀
伊
半
島
豪
雨

な
ど
家
族
や
地
域
と
の
絆
の
大

切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
も
残
り
１
週
間
足

ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

年
末
年
始
に
向
け
、
お
忙
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
寒
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。
体
調
に
注
意

し
て
、
新
年
を
迎
え
て
く
だ
さ

い
。 

（
深
田
）

発
行
／
岡
垣
町
役
場
　
編
集
／
地
域
づ
く
り
課
　
☎
093
ー
282
ー
1211

〒
811-4233

福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
町
野
間
1
丁
目
1
番
1
号
　
　
印
刷
／
福
岡
コ
ロ
ニ
ー 広報おかがきは古紙配合率 100％再生紙を使用しています

新たな一歩、踏み出します
　平成 24 年成人式が催されます。この成人式は、新成人になる実行委員
の皆さんが企画・運営する手づくりのものです。懐かしい笑顔に出合うチャ
ンスです。新成人の皆さん出席しませんか。

と　き　平成 24 年１月９日（祝）午前 11 時～
ところ　岡垣サンリーアイ
問い合わせ　生涯学習課へ




